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　大学院園芸学研究科，大学院工学研究科が中心と
なり運営している植物環境イノベーションプログラ
ム事業（CAPE）は文部科学省のキャンパスアジア
プログラムのひとつであり，日本を始めとしたアジ
ア諸国で現在多くの問題を抱える大都市において
「植物による環境への貢献」を促すことができる技
術に関わる国際的な人材の育成を目的としている．
具体的には植物栽培環境プログラムとイノベーショ
ンプログラムを組み合わせた植物環境における先端
技術の実践的応用に関する文理融合プログラムであ
り，主に中国・韓国を中心としたアジア圏の大学と
幅広く協働して国際共同ワークショップを開催して
いる．園芸学研究科では，「ランドスケープデザイン」
に関わる内容を継続して行っており，2019年におい
てはCAPEに関わる国際共同ワークショップをシン
ガポール，松戸，北京において開催した．それらの
活動内容の一部を報告する．
CAPE 2019 Winter Landscape Workshop － シンガポール
　都市ランドスケープデザインをテーマに５年間継
続しているワークショップであり，シンガポール国
立大学，清華大学，千葉大学の３校でシンガポール
において2019年２月21日～３月３日にかけて協同開
催した．提案対象地は，シンガポール南端のブラニ
島である．現在コンテナヤードとなっているこの地
におけるランドスケープデザイン的な視点から考え
る再開発計画の提案を行った．参加者は，シンガポー
ル国立大学から11名，清華大学から15名，千葉大学
から13名，総勢39名と各校からの教員（シンガポー
ル国立大学・Tan Puay Yokデザイン環境系大学院准
教授，清華大学・Liu Hailong建築学院准教授，千葉
大学・霜田亮祐園芸学研究科准教授，永瀬彩子国際
教養学部准教授）が参加するワークショップとなっ
た（図１）．
CCDC　2019 － 松戸
　CCDC （Cross Cultural Design Collaboration）は環境
造園プロジェクト演習-C（英語プロブラム，担当：
木下勇教授，霜田亮祐准教授）に一環で行われる夏
季の短期集中型スタジオで2019年８月23日～28日に
かけて行われた（図２）．中国・清華大学１名，浙
江大学４名，湖南大学４名，四川大学２名，インド
ネシア・ボゴール農科大学１名，その他，千葉大学
の留学生，日本人学生約15名が参加して，計約30名
の参加となった．内容は「ランドスケープと人をつ
なぐ“道具”の創造」であり，今後のSociety 5.0時
代においても継承されるべき地域共同体の拠点とな
る場のデザイン＆ビルドを行った．対象地は松戸市
内の岩瀬地区の地区センター，台地の私有地斜面林，
の２カ所であった．岩瀬自治会や専門家の協力と援
助の元，地区センターでは2018年度に制作したデッ
キスペース近くにキッチンスペースを新たにつくっ
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図１　CAPE 2019 Winter Landscape Workshop
（シンガポール国立大学）
た．また，近接する公園のフェンスの修繕や，在来
種の植生ターフ「野の花マット」（福島県・（有）仲
田種苗園提供）を用いた植栽作業を行った．斜面林
においては，2018年度につくった地域に開かれたコ
ミュニティガーデンの竹垣のフェンスを千葉大学の
技術職員の指導の下で施工した．最終的には「野の
花マット」を植栽し地域に向けて，より開かれた環
境をつくることに成功した（図２）．
The 2nd BFU International Garden-making Festival, 2019  
 － 北京
　大学院園芸学研究科および園芸学部緑地環境学科
の学生計８名（指導教員：三谷徹教授，霜田亮祐准
教授，特別指導教員：章俊華教授）が「The 2nd 
BFU International Garden-making Festival, 2019」（2019年
10月９日～13日中国・北京林業大学）において，最
優秀賞（予選作品約350作品の中の選抜15作品（日本，
中国，韓国，オーストラリア，タイの大学）に選出，
その中での第１位）を受賞した．受賞作品〈Between 
the orders and chaos〉は，中国の神話である「円天方地」
をモチーフとして制作を行った．大量の竹のアーチ
を無作為に立てることで空に無秩序を表現し，アー
チを支える基礎をグリッド状に作ることで地面に秩
序を表現し，秩序と無秩序の間を彷徨い歩く空間を
つくり出した．空間体験の多様さ，しなやかに曲が
る竹の性質を活かした点，人工物を使わずに自然素
材のみで作成したという点で高く評価された（図３）．
This article introduces several collaborative international 
activities among Chiba University and the partner 
universities under the CAPE program. Some activities are 
highly evaluated on an international level. The first of these 
is the Winter Landscape Workshop held in Singapore, with 
39 students joining from National University of Singapore, 
Tsinghua University, and Chiba University. The second 
activity the CCDC (Cross Cultural Design Collaboration) 
held in Iwase District, Matsudo City with 30 students 
participating. The third is the 2nd BFU (Beijing Forestry 
University) International Garden-making Festival with Chiba 
University students and BFU Double Degree Students. This 
work received the outstanding award
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図２　CCDC 2019 岩瀬自治会と参加メンバー
（HP: https://sites.google.com/view/ccdc-2019/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0）
図３　 The 2nd BFU International Garden-making Festival, 2019
千葉大学生と北京林業大学ダブルディグリー学生らとの
協働（北京林業大学　2019.10.13）
